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情
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す
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一 

 



 

 

国
政
が
公
正
、
適
正
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
調
査
を
行
お
う
と
す
る
議
員
に
対
し
「
個
々
具
体
的
な
事
項
は
答
弁

を
差
し
控
え
る
」
な
ど
と
い
う
答
弁
は
、
国
政
に
対
す
る
検
証
は
も
と
よ
り
、
問
題
点
の
指
摘
や
議
論
を
封
じ
込
め
る
姿
勢
と 

る
）
に
対
す
る
三
月
二
十
四
日
の
政
府
答
弁
書
（
以
下
「
答
弁
書
」
と
す
る
）
は
、
死
刑
に
関
す
る
従
前
の
答
弁
書
よ
り
や
や

具
体
性
を
持
つ
内
容
と
な
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
「
役
所
言
葉
」
と
で
も
言
う
べ
き
閉
鎖
的
、
抽
象
的
で
国
民
、
納
税
者
に
な

じ
ま
な
い
用
語
を
使
っ
て
い
る
。
ま
た
、
答
弁
が
明
確
で
な
い
箇
所
や
合
理
性
を
欠
く
部
分
、
従
前
と
趣
旨
が
異
な
る
答
弁
も

あ
る
の
で
、
以
下
第
三
回
質
問
を
す
る
。 

受
け
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。
三
権
の
中
で
行
政
の
み
が
情
報
を
独
占
し
た
上
で
、
超
然
と
権
力
の
行
使
に
当
た
り
、
多
く
の
人

の
命
を
奪
っ
た
戦
争
な
ど
の
悲
惨
な
歴
史
に
照
ら
し
、
こ
う
し
た
態
度
は
直
ち
に
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
国

が
人
命
を
奪
う
死
刑
は
運
用
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
問
題
で
あ
り
、
立
法
府
に
は
公
正
、
適
正
に
運

用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
検
証
す
る
重
大
な
責
務
が
あ
る
と
考
え
る
。
「
個
々
具
体
的
な
こ
と
は
答
弁
で
き
ま
せ
ん
。
刑
場
も 

見
せ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
ま
す
か
ら
大
丈
夫
で
す
」
と
い
う
姿
勢
は
国
民
主
権
、
三
権
分
立
を
定
め
た
憲
法
に 

二
月
十
七
日
提
出
の
「
死
刑
の
必
要
性
、
情
報
公
開
な
ど
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
」
（
以
下
「
再
質
問
主
意
書
」
と
す 

死
刑
の
必
要
性
、
情
報
公
開
な
ど
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書 

三 

 



 

な
お
、
第
三
回
質
問
に
当
た
り
、
再
質
問
を
提
出
し
た
二
月
十
七
日
以
降
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
実
行
犯
と
さ
れ
る
オ
ウ

ム
真
理
教
の
元
医
師
林
郁
夫
被
告
に
対
し
て
、
東
京
地
検
が
組
織
犯
罪
の
解
明
に
前
例
の
な
い
協
力
を
し
た
こ
と
や
被
害
者
の

遺
族
が
極
刑
を
求
め
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
無
期
懲
役
を
求
刑
し
た
ほ
か
、
死
刑
を
含
む
法
定
刑
が
盛
り
込
ま
れ
た
組

織
犯
罪
対
策
法
案
が
国
会
に
上
程
さ
れ
、
死
刑
を
め
ぐ
る
論
議
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
た
め
、
新
た
な
質
問
項
目
も
一
部
付

け
加
え
た
。 

背
く
態
度
で
あ
り
、
第
三
回
質
問
に
当
た
っ
て
は
、
答
弁
姿
勢
の
是
正
を
強
く
求
め
る
。
今
般
の
答
弁
姿
勢
は
間
も
な
く
国
会

に
上
程
さ
れ
る
情
報
公
開
法
案
の
審
議
に
も
大
き
く
影
響
す
る
と
考
え
る
。 

一 

死
刑
の
必
要
性
に
つ
い
て 

（
2
） 

答
弁
書
の
「
一
の
（
1
）
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
死
刑
制
度
の
存
廃
に
つ
い
て
の
一
九
九
四
年
総
理
府
世
論
調 

（
1
） 

一
般
的
に
事
実
関
係
、
情
報
が
十
分
に
公
開
さ
れ
て
い
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
世
論
調
査
を
実
施
す
る
場
合
、

回
答
者
に
は
前
提
と
し
て
必
要
な
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
か
。
ま
た
、
世
論
調
査
の
結
果
が

調
査
す
る
側
に
と
っ
て
都
合
の
い
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
の
批
判
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い

い
と
考
え
る
か
。 

四 

 



 

（
7
） 

二
月
十
三
日
付
け
政
府
答
弁
書
で
は
、
死
刑
制
度
の
存
廃
は
「
基
本
的
に
各
国
に
お
い
て
当
該
国
の
国
民
感
情
、 

（
6
） 

答
弁
書
「
一
の
（
3
）
に
つ
い
て
」
に
記
載
さ
れ
た
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ー
ス
は
だ
れ
の
分
析
か
。
あ
る
い

は
ど
う
い
う
根
拠
に
基
づ
く
意
見
か
。 

（
5
） 

「
今
後
も
、
死
刑
制
度
の
存
廃
を
考
え
る
上
で
の
参
考
に
資
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
死
刑
制
度
に
関
す
る

世
論
調
査
の
実
施
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
現
在
検
討
し
て
い
る
か
。 

（
4
） 

答
弁
書
「
一
の
（
2
）
に
つ
い
て
」
に
記
載
さ
れ
た
一
九
五
六
年
か
ら
八
九
年
に
実
施
さ
れ
た
五
回
の
世
論
調
査

で
は
、
「
ど
ん
な
場
合
で
も
死
刑
を
廃
止
し
よ
う
と
い
う
意
見
に
賛
成
か
、
反
対
か
」
と
質
問
し
た
よ
う
だ
が
、
単 

（
3
） 

前
記
の
選
択
肢
に
「
場
合
に
よ
っ
て
は
死
刑
廃
止
も
や
む
を
得
な
い
」
「
ど
ん
な
場
合
で
も
死
刑
は
必
要
で
あ 

査
の
選
択
肢
は
「
ど
ん
な
場
合
で
も
死
刑
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
」
「
場
合
に
よ
っ
て
は
死
刑
も
や
む
を
得
な
い
」 

「
わ
か
ら
な
い
・
一
概
に
言
え
な
い
」
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
選
択
肢
は
だ
れ
が
決
め
た
の
か
。
ま
た
、

回
答
者
に
は
必
要
な
情
報
が
十
分
に
提
供
さ
れ
て
い
た
か
。 

に
「
死
刑
を
廃
止
し
よ
う
と
い
う
意
見
に
賛
成
か
、
反
対
か
」
と
質
問
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。 

る
」
と
い
う
項
目
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。 

五 

 



 

（
10
） 

前
記
の
「
適
正
な
法
の
手
続
に
基
づ
く
」
死
刑
の
執
行
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
立
法
府
や
司
法
が
検
証
で

き
る
シ
ス
テ
ム
は
あ
る
か
。 

（
9
） 

答
弁
書
「
一
の
（
5
）
に
つ
い
て
」
に
は
、
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
以
下
「
規
約
」
と

す
る
）
は
「
為
政
者
等
の
個
人
又
は
団
体
の
恣
意
に
よ
り
個
人
の
生
命
を
奪
う
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
個
人
の
生
命
を

奪
う
場
合
に
は
、
各
国
の
法
制
に
従
い
適
正
な
法
の
手
続
に
基
づ
く
必
要
が
あ
る
旨
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
る
」
と
あ
る
が
、
死
刑
の
執
行
に
当
た
り
「
為
政
者
等
の
個
人
又
は
団
体
の
恣
意
」
を
許
さ
な
い
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
立
法
府
や
司
法
が
こ
う
し
た
「
恣
意
」
が
な
い
こ
と
を
検
証
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
説
明
さ
れ
た
い
。 

（
8
） 

「
諸
外
国
に
お
け
る
動
向
や
経
験
も
参
考
に
す
る
」
た
め
に
、
現
在
ど
の
よ
う
な
調
査
や
実
情
把
握
、
そ
の
他
の

措
置
を
講
じ
て
い
る
か
。 

犯
罪
情
勢
、
刑
事
政
策
の
在
り
方
等
を
踏
ま
え
て
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い

て
独
自
に
決
定
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
」
と
し
て
い
た
が
、
今
回
の
答
弁
書
で
「
諸
外
国
に
お
け
る
動
向
や
経

験
も
参
考
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と
付
け
加
え
た
の
は
な
ぜ
か
。 

六 

 



 

二 

死
刑
の
情
報
公
開
に
つ
い
て 

（
2
） 

答
弁
書
「
二
の
（
1
）
に
つ
い
て
」
に
は
「
死
刑
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
統
計
等
に
よ
り
可
能
な
限
り
公

表
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
現
状
で
十
分
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
」
国
連
決
議
に
参
加
し
た
と
あ
る
が
、
答
弁 

（
1
） 

答
弁
書
「
二
の
（
1
）
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
死
刑
制
度
の
存
廃
は
「
国
際
社
会
で
関
心
を
集
め
て
い
る
事
項

の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
」
の
に
、
な
ぜ
情
報
の
開
示
は
「
各
国
が
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
理
解
す

る
の
か
、
そ
の
理
由
と
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
13
） 

林
郁
夫
被
告
に
は
無
期
懲
役
を
求
刑
し
、
前
記
五
事
件
で
は
裁
判
所
の
無
期
懲
役
判
決
を
受
け
て
も
死
刑
を
求
め

続
け
る
合
理
的
な
理
由
は
何
か
。 

（
12
） 

報
道
に
よ
る
と
、
検
察
が
死
刑
を
求
刑
し
た
事
件
で
、
高
裁
が
無
期
懲
役
の
判
決
を
宣
告
し
た
た
め
、
上
告
し
た

ケ
ー
ス
が
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
五
件
相
次
い
だ
よ
う
だ
が
、
こ
の
五
事
件
と
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
に
つ
い 

（
11
） 

規
約
が
「
死
刑
の
存
在
を
前
提
と
し
た
規
定
」
と
判
断
す
る
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

て
、
答
弁
書
「
一
の
（
6
）
に
つ
い
て
」
記
載
の
犯
行
の
罪
質
、
動
機
、
態
様
、
結
果
の
重
大
性
、
遺
族
の
被
害
感

情
、
社
会
的
影
響
の
異
同
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

 



 

（
6
） 

答
弁
書
「
二
の
（
5
）
に
つ
い
て
」
に
記
載
さ
れ
た
日
米
の
「
刑
事
法
制
等
の
違
い
」
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ 

（
5
） 

答
弁
書
「
二
の
（
4
）
に
つ
い
て
」
記
載
の
「
関
係
部
局
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
こ
の
こ
と
を
指
す
の
か
。 

（
4
） 

再
質
問
主
意
書
の
二
の
（
2
）
で
は
、
一
月
十
三
日
付
け
政
府
答
弁
書
の
誤
り
が
あ
っ
た
理
由
を
た
だ
し
た
の
で

あ
り
、
答
弁
書
「
二
の
（
2
）
に
つ
い
て
」
の
内
容
は
明
確
な
答
弁
と
な
っ
て
い
な
い
。
誤
っ
て
い
な
い
と
考
え
る

な
ら
ば
、
そ
の
と
お
り
答
弁
し
、
事
実
誤
認
を
認
め
る
な
ら
ば
、
誤
っ
た
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

（
3
） 

答
弁
書
「
二
の
（
1
）
に
つ
い
て
」
で
は
「
諸
外
国
に
お
け
る
公
表
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
必
要
が
生
じ
た
場
合

に
は
把
握
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
米
国
の
カ
ー
ラ
・
タ
ッ
カ
ー
死
刑
確
定
者
の
執
行
を
め
ぐ
り
、
日

米
の
情
報
公
開
の
余
り
の
格
差
が
次
々
に
報
道
さ
れ
る
な
ど
し
た
現
在
、
そ
の
必
要
は
生
じ
て
い
な
い
と
考
え
る 

書
「
二
の
（
4
）
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
法
務
統
計
月
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
月
別
の
死
刑
執
行
件
数
を
記
載
し

な
く
な
っ
た
理
由
は
「
関
係
部
局
に
お
い
て
こ
れ
を
登
載
し
な
く
と
も
業
務
上
の
支
障
は
な
い
も
の
と
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
登
載
を
取
り
や
め
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
国
連
決
議
に
参
加
す
る
前
提
と
し
て
の
「
可
能
な
限
り
」
の

情
報
公
開
と
は
、
関
係
部
局
が
「
業
務
上
の
支
障
は
な
い
」
と
す
れ
ば
、
や
め
て
し
ま
う
程
度
の
も
の
か
。 

か
。 

八 

 



 

三 

死
刑
確
定
者
の
「
心
情
の
安
定
」
に
つ
い
て 

（
3
） 

答
弁
書
「
三
の
（
3
）
に
つ
い
て
」
記
載
の
一
九
六
三
年
の
法
務
省
矯
正
局
長
依
命
通
達
が
出
さ
れ
た
理
由
、
背 

（
2
） 

答
弁
書
「
三
の
（
2
）
に
つ
い
て
」
と
二
月
十
三
日
付
け
政
府
答
弁
書
「
三
の
3
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
死

刑
執
行
の
事
実
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
執
行
さ
れ
た
確
定
者
の
遺
族
の
感
情
、
ほ
か
の
死
刑
確
定
者
の
心
情

の
安
定
な
ど
に
影
響
を
与
え
た
実
例
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
「
十
分
推
測
さ
れ
る
」
と
い
う
。
政
府
が
「
推

測
」
に
基
づ
い
て
行
政
の
執
行
に
当
た
る
他
の
実
例
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

（
1
） 

答
弁
書
「
三
の
（
1
）
に
つ
い
て
」
記
載
の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
戦
後
、
何
件
あ
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
、
概
要
、
訴
訟
の
結
果
、
敗
訴
の
場
合
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
を
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

（
7
） 

答
弁
書
「
二
の
（
6
）
に
つ
い
て
」
に
は
、
情
報
公
開
の
程
度
と
国
内
世
論
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
判
断
が
困
難

な
問
題
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
こ
う
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
多
く
の
論
文
も
あ
る
の
に
、
な
ぜ
困
難
な
の
か
、
理

由
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
法
務
総
合
研
究
所
な
ど
で
は
研
究
し
て
い
な
い
の
か
。 

れ
た
い
。 

九 

 



 

四 

恩
赦
に
つ
い
て 

五 

死
刑
を
め
ぐ
る
国
際
状
況
、
国
連
へ
の
報
告
に
つ
い
て 

（
2
） 

執
行
直
前
に
恩
赦
不
相
当
の
通
知
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
代
理
人
に
よ
る
恩
赦
出
願
の
場
合
、

本
人
と
代
理
人
が
不
相
当
の
議
決
に
つ
い
て
話
し
合
う
時
間
が
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
相
当
と
言
え
る
か
。 

（
1
） 

答
弁
書
「
四
の
（
4
）
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
恩
赦
出
願
者
が
恩
赦
不
相
当
の
議
決
を
不
服
と
し
て
争
う
手
段

は
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
刑
務
所
や
拘
置
所
に
勤
務
し
て
い
た
と
い
う
戸
谷
喜
一
さ
ん
の
著
書
「
死
刑
執
行
の
現
場

か
ら
」
（
一
九
九
七
年
、
恒
友
出
版
刊
）
に
は
、
死
刑
確
定
者
に
拘
置
所
長
か
ら
執
行
命
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
通 

知
さ
れ
る
際
、
所
長
が
「
恩
赦
の
手
続
き
を
取
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
却
下
の
通
知
を
受
け
ま
し
た
。
誠

に
残
念
で
す
が
今
日
、
君
と
お
別
れ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
伝
え
た
と
の
記
載
が
あ
る
。
死
刑
確

定
者
に
対
す
る
恩
赦
不
相
当
の
通
知
が
執
行
直
前
に
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
か
。 

景
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
三
十
五
年
前
の
通
達
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
現
在
も
根
拠
と
な
っ
て
い

る
の
か
。
根
拠
と
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
三
十
五
年
間
、
死
刑
確
定
者
の
面
会
、
信
書
の
発
受
、
物
の
授
受
に
つ

い
て
、
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
は
な
か
っ
た
の
か
。 

一
〇 

 



 

（
4
） 

答
弁
書
「
五
の
（
5
）
に
つ
い
て
」
記
載
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
か
ら
の
要
望
に
対
し
て
、
政
府

は
ど
の
よ
う
に
回
答
し
た
か
。 

（
3
） 

答
弁
書
「
五
の
（
4
）
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
死
刑
制
度
を
め
ぐ
る
問
題
は
人
権
の
問
題
に
か
か
わ
る
も
の
と

認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
人
権
問
題
で
あ
る
な
ら
ば
、
死
刑
の
存
廃
は
も
と
よ
り
、
情
報
公
開
や
死
刑
確
定
者

の
処
遇
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
独
自
に
判
断
す
る
こ
と
は
相
当
か
。
国
際
状
況
を
踏
ま
え
た
判
断
が
必
要

と
は
考
え
な
い
の
か
。 

（
2
） 

答
弁
書
「
五
の
（
2
）
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
一
九
九
四
年
の
国
連
総
会
に
お
け
る
死
刑
決
議
案
に
対
す
る
日

本
政
府
の
立
場
を
国
会
に
報
告
し
な
か
っ
た
の
は
、
従
来
か
ら
の
政
府
の
立
場
を
踏
襲
し
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
必

要
な
い
と
判
断
し
た
そ
う
だ
が
、
死
刑
以
外
の
国
連
決
議
で
同
様
に
国
会
へ
の
報
告
が
必
要
な
い
と
判
断
し
た
ケ
ー

ス
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

（
1
） 

答
弁
書
「
五
の
（
1
）
に
つ
い
て
」
に
は
「
種
々
の
国
際
会
議
等
に
お
け
る
各
国
の
対
応
等
か
ら
国
際
的
に
は 

様
々
な
考
え
方
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
死
刑
の
国
際
状
況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
、
具
体
的
に
存
置
国
、
廃
止
国
の
歴
史
的
経
緯
、
現
状
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
一 

 



 

六 

死
刑
執
行
の
起
案
、
決
裁
及
び
再
審
に
つ
い
て 

（
5
） 

立
法
府
が
法
令
に
定
め
ら
れ
た
と
お
り
適
法
に
死
刑
が
執
行
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
こ
と
を
行
政
府 

（
4
） 

答
弁
書
「
六
の
（
5
）
に
つ
い
て
」
記
載
の
「
基
本
的
な
事
項
」
と
は
具
体
的
に
何
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

（
3
） 

前
記
答
弁
に
お
い
て
「
再
審
の
判
決
に
お
い
て
は
、
捜
査
又
は
公
判
に
か
か
わ
る
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る 

（
2
） 
答
弁
書
「
六
の
（
3
）
に
つ
い
て
」
で
は
、
死
刑
確
定
者
が
再
審
で
無
罪
と
な
っ
た
四
事
件
に
つ
い
て
、
な
ぜ
こ

う
し
た
事
態
に
立
ち
至
っ
た
と
考
え
る
か
は
「
具
体
的
事
件
の
捜
査
手
続
又
は
刑
事
裁
判
手
続
に
お
け
る
検
察
官
及

び
裁
判
所
の
判
断
に
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
る
の
で
、
答
弁
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
る
が
、
立
法

府
が
再
び
冤
罪
に
よ
る
甚
大
な
人
権
侵
害
を
生
ま
な
い
た
め
に
、
過
去
の
事
件
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
阻
む

の
か
。 

（
1
） 

答
弁
書
「
六
の
（
1
）
に
つ
い
て
」
記
載
の
「
所
要
の
措
置
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
措
置
か
。 

が
、
検
察
当
局
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
深
刻
に
受
け
止
め
、
適
切
に
対
処
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
」
と
あ
る
が
、

「
適
切
な
対
処
」
と
し
て
、
具
体
的
に
何
を
し
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ま
た
、
基
本
的
で
な
い
事
項
は
絞
罪
器
械
図
式
（
明
治
六
年
太
政
官
布
告
第
六
十
五
号
）
と
は
異
な
る
の
か
。 

一
二 

 



 

 

一
三 

が
阻
む
権
限
は
あ
る
と
考
え
る
か
。
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
法
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

（
6
） 

過
去
に
国
会
議
員
や
裁
判
官
、
弁
護
士
、
司
法
修
習
生
、
報
道
関
係
者
な
ど
が
刑
場
を
視
察
し
た
こ
と
は
あ
る 

か
。
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

死
刑
の
執
行
に
つ
い
て 

（
1
） 

死
刑
廃
止
条
約
の
批
准
を
訴
え
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
と
、
法
務
省
は
組
織
犯
罪
対
策
法
案
の
国
会
上
程
に
忙
殺

さ
れ
、
死
刑
執
行
の
た
め
の
準
備
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
事
実
か
。 

（
2
） 

組
織
犯
罪
対
策
法
案
が
国
会
に
上
程
さ
れ
た
た
め
、
四
月
上
旬
に
死
刑
を
執
行
す
る
準
備
を
急
い
で
い
る
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


